
（47 ）

『マ ツ ヤ ・ プ ラ ー ナ 』 第183 章 ：

和 訳 と 註 解

－ 『マツヤ・プラーナ』所収の「ヴァーラーナスィー・

マーハートミヤ」について」（2）－

1。はじ め に

宮 本 久 義

本稿 は昨年 『東洋 大学 文 学部 紀要 第59 集 イ ンド哲 学科 篇XXXIJ に

和 訳 と註 釈を試 みた 『マ ツヤ ・プ ラ ーナ』 第180 ～182 章 の 続 きで、 第183

章 を 訳 出した ものであ る。『マ ツヽヤ・プ ラ ーナ』第180 ～185 章 は「ヴ

ァー ラーナス ィー・マ ーハ ートミヤ」 と呼ば れ、 北 インドの ヒ ンド ゥー

敦聖地 ヅ アー ラーナ スィ ー（別名カ ーシー、 バナ ーラス、ベ ナレ ス）の

巡礼案内 書的性 格を持っ た ものであ る。こ の聖地 は多 くの別名 を持つが、

その1 つ に「ア ヴィム ク タ」（avimukta ）が ある。 動詞 語根a-vi-Vmuc （ 離

れ ない、 捨 て ない） の過 去 分詞で、「 離れ られ ない、 捨て ら れない」 を

意味 する。 第183 章 で は、 シヅ ア神が この聖 地に特 別の愛 着 を持 ち、 ど

うし て「離 れ ら れない （場所 ）」 とな った のか の理由 を、 神妃 パ ール ヴ

ァテ ィーが尋 ね、そ れに対 して シヴ ア神が 答える形 式に なってい る。

テクスト にはヽMatsyap 川・・佃a.AnandaAsliramaSanskritSeries54,Poona,1981.

を 用 い た。 ま たヽTheMats ＼apuranam.H.H.Willson （forworded ）,2vols

・,Delhi;NagPublishers,1983 バこ
付 され た英 訳 はか な り杜撰 な もので

はあ るが、 参考 になっ た点 も多い。

2パマッヤ・プラーナ』第183 章和訳

devyuvaca/

himavanta甲giri甲tyaktvamandaramgandhamadanam/
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(48)

kailasamnisadhamcaivamemprsthanimaliadyuti//1//

ramyarntri§ikharamcaivamanasams・umahairim/、gdevodyananiramyaninandanamvananievaca//2//siirasthananimukhyanitirthanyayatananica/tanisarvanisamtyajyaavimukteratihkatham//3//

女神（パールヴァティー）が言った。

ヒマーラヤ山、マンダラ山、ガンダマーダナ山、

カイラーサ山、そしてニシャダ山、壮麗なメールの山頂、

さらに心地よいトリシカラ山、マーナサ湖、美しいマハーギリ山

また神々の庭である心地よいナンダナヅアという、

あらゆる神々しい主要な聖地や神域よりも、

あなたがアヴィムクタに愛着を抱いている理由は何でしょうか。

kimatrasumahatpunyarnparamguhyamvadasvame/

venatvaniramasenityanibhutasampadgunairyutah//4//

あなたが巻属や幸運や徳とともに、常に心地よく過ごす、

たいへん善に満ちたここ（この聖地）の最高の秘密は何か、私にお聞か

せ下さい。

ksetrasyapravaratvamcayecatatranivasinah/

tesamanugrahahka§cittatsarvarnbruhisamkara//5//

聖地の最も優れた点は何か、そこに住む人々について乱

さらに 彼らにどんな恩恵があるのか、それらをすべてお話し下さい、

シャンカラよ。

註）シャンカラ：恩恵を与える者の意で、シヴア神の別名。

samkarauvaca/

atyadbhutamimamprasnamyattvamprcchasibhainini/

tatsarvamsampravaksyamitanmenigadatahsrnu//6//

シャンカラ（シヴァ神）が言った。

たいへん興味深いことを、汝は尋ねた、情熱的な人よ。

そのすべてを私は語ろう。私か話すのを聞きなさい。
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（49 ）

varanasyE㈲nadipunyasiddhagandharvasevita/pravistatripathagafigatasminksetremamapriye//

フ//

ヴァーラーナスィーには成就者やガンダルヴア神（半神）がかしづく聖

なる川がある。

その聖域に三界を流れるガンガー（ガンジス川）が流れ込んでいる、私

の愛しき人よ。

註ト 三界を流れるガンガー：神話によれば、もとは天界を流れる川で

あったガンガーは、バギーラタ仙の願いにより、地上に降り、そ

の後地下の世 界に流 れ込む。（菅沼、p.l22ff.:宮 本、2003、pp.

フ6-7フ。）

mamaivaprltii・atulakrttivasecasundari/sarvesa

甲caivasthananamsthanamtattuyatha'dhikani//8//

私のクリッティヴァーサに対する愛情は無比である、美しき人よ。

［この聖地は］あらゆる聖地の中の最も優れた聖地である。

註）クリッティヅアーサ：シヴ ア神の別名で「象の皮をまとった者」

の意。シヴア神が象の姿をした悪魔を退治し、皮を剥いで身にま

とったという神話にもとづく。同名の寺院がヅアーラーナスィー

北部にあ り、16 世紀 まで多くの参詣者で賑わったが、 ムガル王

朝第6 代 皇帝ア ウラン グゼーブ の軍隊 によっ て破壊 さ れた。

（Eck,p.83,84,119.144参照 ）ここではアヴィムクタ（ヅアーラーナ

スィー）と同義で使われている。

tenakaryenasusronitasminsthaneratirmama/

tasmim口ingecasamnidhyammamadevisuresvari//9//

それ故、美しき腰を持つ人よ、私にはこの聖地が愛しく、

そしてそこのリンガに内在しているのだ、神々の主（シヅア神）の妃よ。

ksetrasyacapravaksyamigunangunavatamvare/

yafichrutvasarvapapebhyomucyatenatrasanisayah//10//

私 は 聖 地の徳 を語ろ う、す ぐれ た徳を持つ 人よ、

そ れを聞け ばあ ら ゆる罪か ら解放 されるこ とは疑い ない。
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（50 ）yadipapoyadisathoyadiva'dharmikonarah/mucyatesarvapapebhyohyavimuktamvrajedyadi//1

リ/

罪人であ れ、悪人であれ、非法の者であれ。

もしアヅイムクタに人つたなら、あらゆる罪から解放される。

pralayesarvabhutanamlokesthavarajangame/

nahityajamitatsthanammahaganasatairv けalバ/12//

この世のすべての不動のもの・動くもの、植物や動物も、全ての生類が

還滅する時においても、

何百もの従者とともに、私はこの聖地を絶対に捨てないであろう。

註）還滅(pralaya）'
■
ヒンドゥー教の周期的宇宙観では、ブラフマー神

の ∩」（昼間）、すなわち1 劫(kalpa 、カルパ＝人間にとっての43

億2000 万年）が終わると、宇宙はブラフマー神に帰入する。

これを還滅という。その後、ブラフマー神の夜が同じ時間経過し

たあと、宇宙は再び創造される。

yatradevahsagandharvahsayaksoragaraksasah/

vaktra!mamamahabhagepravisantiyugaksaye// □//

そこでは、神々はガンダルヴァ・ヤクシャ（祐と叉）・蛇・ラークシャサ（羅

刹）たちを伴って、

世界還滅時において、幸運を持つ人よ、私の□に入る（救われる几

tesamsaksadahampujampratigrhnamiparvati/

sarvaguhyottama甲sthanammamapriyatamamsubham//14//

私は彼らの礼拝をそのまま受け入れる、パールヅ アテイーよ。

最上の秘密である聖地は私にとって最も愛しくすばらしい所である。

dhanyahpravistahs函ronimamabhaktadvijatayah/madbhaktiparamanityamyemadbhaktastutenarah//15//tasminprananparityajyagacchantiparamangatim/

美しき腰を持つ人よ、常に私に最高の信を置く再生族の帰依者たちで。

に の聖地に］入った者たちは幸せである。
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（51 ）

そこで生命を捨てれば（最後の息を引きとれば）最高の境地に至る。

sadayajatirudrenasadadanamprayacchati/'/16//

sadatapasvJbhavatiavimuktasthitonarah/

yomampujayatenityamtasyatusyamahampriye//17//

常にルドラ（シヅア神）［の真言］で祀り、常に布施を捧げ、

常に苦行をなし、アヴィムクタに住み、

常に私を礼拝する者を、私は喜ばせる、愛しき人よ。

sarvadananiyodadyatsarvayajnesudiksitah/

sarvatlrthabhisiktascasapradyetamamiha//18//

あらゆる財を与え、あらゆる供犠を執り行い、

あらゆる聖地で沫浴する者は、ここで私を輝かせる。

avimuktamsadadevTyevrajantisuniscitah/

tetisthantihasu§ronimadbhaktascatrivistape//19//matprasadattutedcvidipyantesubhalocane/durdharascaivadurdharsabhavantivigatajvarah//20//

女神よ、堅固な心でアヅイムクタに到着し、

美しき腰を持つ人よ、三界のなかでここに住む私の帰依者たちは、

私の恩恵により輝く、美しき眼を持つ女神よ。

悪人や危険な者でも、［心の］炎をしずめる（罪を滅する）。

avimuktam 如bhamprapyamadbhaktahkrtaniscayah/nirdhutapapavimalabhavantivigatajvarah//21//

私の堅固な心を持つ帰依者たちは吉祥なるアヴィムクタに至って、

罪を滅ぼし、無垢になり、心の炎をしずめる。

parvatyuvaca/

daksay 小astvayadevamatpriyarthenisuditah/avimuktagunanamtnnatrptiriliajayate//22//

パ ー ルヴ ァティーが 言っ た。
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(52 ）

神よ、私を愛するがためにダクシヤ神の供犠祭があなたによって破壊さ

れました。

［そのくらい私に対する愛情があるのに、］

しかしアヴィムクタの美徳の解説にはまだ満足しておりません。

註）ダクシヤ：ブラフマー神の息子で、シヴア神妃であったサティー

の父。プラーナ聖典の神話によれば、ダクシヤが主宰した供犠祭

にシヴア神が招かれなかったので、サティーは嘆いて火のなかに

身を投げて死んでしまった。シヴア神は怒ってその場に行き、祭

場を破壊してしまったという。パールヴァティーはサティーの生

まれ変わりとされる。（菅沼、p.200参照）

I§varauvaca/fa-odhenadaksayajiiastutvatpriyarthevina

§itah/mahapi

・iyemahabhagenasito'yamvaranane//23//

神が言った。

汝が愛しいために怒ってダクシヤの供犠祭を破壊した。

大いに愛しい幸運な人よ、美しき顔を持つ 人よ、それは破壊されたのだ。

avimukteyajantetumadbhaktahkrtaniscayah/

natesampunaravrttihkalpakotisatairapi//24//

しかるに、アヴィムクタでは私を祀る堅固な心を持つ帰依者たちは、

［天界に行き］何百万劫経っても現世に戻ることはない。

devyuvaca/

durlabhastugunadevaavimuktetukirtitah/

sarvamstanmamatattvenakathayasvamahesvara1 ノ25//

女神が言った。

神よ、アヅイムクタにおける得がたい 徳が説かれましたが、

それらすべてを詳細にお話し下さい、偉大な主よ。

kautuhalammahadevahrdisthammamavartate/

tatsan'ammamatattvenaakhyahiparamesvara//26//
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偉大なる神よ、私の心は好奇心に満ちております。

そのすべてを詳紅に お語り下さい、最高の主よ。

I§varauvaca/aksayahyamarascaivahyadeh

訟cabhavantite/malprasadadvararohemamevapravisantivai//27//

主が言った。

アヅイムクタに住む者は不壊、不死となり、身体を捨て、

私の恩恵により、まさに私に入る、美しき人よ。

bruhibmhivisalaksikimanyacchrotumarhasi//28//

大きな脹を持つ人よ、言いなさい。他に何か聞きたいかを。

（53 ）

devyuvaca/

avimuktemahaksetreahopunyamahogunah/

natrptimadhigacchamibruhidevapunai"gunan//29//

女神が言った。

偉大な聖地アヅイムクタには何とすばらしい善と徳があるのでしょう。

私は［まだ］満足できません。もっと徳をお話下さい、神よ。

Isvarauvaca/

mahesvarivararohesrnutarnstumamariye/‥.pavimiiktegunayetutatha'nyanapitacchmu//30//

主が言った。

偉大な主の妃よ、美しき人よ、私の愛しき人よ、お聞きなさい

アヅイムクタにおける徳とその他のこともお聞きなさい。

sakaparnasinodantahsa 】ppraksalyamarlcipah/dantolukhalinascanyeasmakuttastathapare//31//masimasikusagrenajalamasvadayantivai/vrksamulaniket

話casilasayyastathapare//32//adityavapusahsarvejitakrodhajitendriyah

／
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(54 ）evambahuvidhairdharmairanyatracaritavrat

肋//33//

野菜 〔のみ〕を食べ、感官を制御し、身を浄め、太陽に焼かれ、

また、地下の食物を食す修行者、あるいは石でつき砕く者、

またある者は、来る月も来る月も、クシヤ草の先端から水をすすり、

木の根元に住み、岩のうえに寝る。

すべての人は太陽のごとき輝きを持ち、怒りを制し、感官を制御してい

る。

このように、他の場所にはさまざまの法（正しき行い）で戒を守る人々

がいる。

註）dantolukhalin:元の意味は歯を臼として使う者、地下にあるものを

食す修行者のこと。

（M.Monier-Williams,^Saiisb'it一Eng/ishDictionary,p.469.）

tl・ikalamapibhunjμnaye'vimuktanivasinal丿tapa

§carantiva'nyatrakalamnarhantisoda§im/ye'vimuktevasantihasvargeprativasantite//34//

［しかし］アヅイムクタに住む者たちは三時（朝・昼・晩）を楽しんで

いる。

他の場所で苫行を修する者は、その16 分のI にも値しない。

アヅイムクタに住む人々は、天界に住んでいる［に等しい］。

matsamahpurusonastitvatsamanastiyositam/

avimuktasamamksetra 甲nabhutamnabhavisyati//35//

私に等しい男性はおらず、女性のなかには汝に等しい者はいない。

［同様に、｜アヅイムクタに等しい聖地はなく、これからもないであろう。

avimukteparoyogohyavimukteparagatil 丿avimukteparomoksahksetramnaivastitadr

§am//36//

アヴィムクタには最高のヨーガがあり、アヅイムクタには最高の境地（到

達点）がある。

アヴィムクタには最高の解脱がある。このような聖地は［他に］ない。
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para!guhyampravaksyamitattvenavarava 】・nini/avimuktemahaksetreyaduktamhimayapura//37//

偉大な聖地アヴィムクタについて、私か以前詔った

最高の秘密を、美しき人よ、詳細に話そう。

janmantara§atairdeviyogo'yamyadilabhyate/moks

油satasahasrenajanmanalabhyatenava//38//avimiikteiiasamdchomadbhaktahk

けaniscayah/ekenajaninanaso'piyoaammoksa

甲cavindati//39//

女神よ、百回生まれ加わってこのヨーガが得られるにしても、

十万回生まれかわって解脱が得られるにして 乱

アヴィムクタでは、私の篤信の帰依者は。1

回の生まれで、ヨーガも解脱も得られることは疑いない。

avimuktamnaradeviyevrajantisuni §citahノtevisantiparaipsthanammoksa

印paramaduiiabham//40//

女 神 よ、 アヅ イム クタにやって 来る私 の篤信の者 た ちは、

最高の聖地 、 もっ と も得が たい 解脱 に入る。

（55 ）

prthivyamTdrsamkseti・amnabhutaninabhavisyati/caturmurtihsadadharmastasminsamnihitahpriye//caturnamapivarnanamgatistuparamasmrta//41//

地上にこのような聖地はなく、これからもないであろう。

愛しき人よ、そこには4 種の法（ダルプ）があり。4

種のヅアルナ（カースト）の人々にとって、最高の境地があるといわ

れる。

devyuvaca/

§ratagunasteksctrasyailiacanyatrayeprabho/

vadasvabhuviviprendrahkamvaya 俑ail"yajantite//42//

女 神 が言っ た。

主 よ、 聖地 のこの世 と来世 での徳 をお聞 きし まし た。
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（56 ）

地上でブラーフマナ（バラモン）が供犠によって何を祀るのか、お話し

下さい。

isvaraLivaca/

ijyayacaivamantrenamamevahiyajantiye/

natesa甲bhayamastitibhava 甲rudra甲yajantiyat//43//

主が言った。

彼らは供犠によって、また真言によって、 まさに私を祀るのである。

ルッドラ（シヅアの別名）神を祀る者たちには、恐れは存在しない。

amantromantrakodevidvividhovidhirucyate/

samkhya!caivathayogascadvividhoyogaiicyate//44//

女神よ、儀式には真言を伴わないものと伴うものとの2 種があるといわ

れる。

ヨーガにはサーンキヤとヨーガとの2 種があるとい われる。

註）この部分は明らかに 『バガヴァッド・ギーター』の影響が見られ

る。サーンキヤとヨーガは古代インドの六派哲学のうちの2 学派

の名称であるが、ここでは『バガヅ アッド・ギーター』|で川いら

れるように、サーンキヤは［知識のヨーガ］、ヨーガは「行為の

ヨーガ」を指す。（上村、pl47,n.39 参照）

sarvabhutasthitamyomambhajatyekatvamasthitah/

sarvathavartamano'pisayogimayivartate//45//

一なるものに専心し、私をすべての生類に宿るものとして礼拝するヨー

ギンは、あらゆるところにありながら、私の中に存在する。

註）ヨーギン：直訳すればヨーガ行者であるが、この言葉は必ずしも

肉体的なヨーガの修行をする者に限定されず、一般的に修行者の

意味で使用される。

atmaupamyenasarvatrasai'vamcamavipa§yati/tasyahamnapranasyamisacamenapranasyati//46//

自分に引き比べて、あらゆるところにあるあらゆるものを私の中にある
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と考える者を、

私は破滅させないし、彼もまた私を破滅させない。

（57 ）

n】rgunahsagunova'piyogascakathitobhuvi/suguna

§caivavijneyonirgunomanasahparah//47//etattekathita

印devivanmamtvampariprcchasi//48//

この世には、有属性と無属性のヨーガがあるといわれる。

有属性のものは認識できるが、無属性のものは心（マナス、意）の外に

ある（心で捉えられない）。

汝が私に尋ねたことは、女神よ、汝に語られた。

devyuvaca/

ya.bhaktistrividhaproktabhaktana甲bahudhatvaya/tainaha

印srotumicchamitattvatahkathayasvame//49//

女神が言った。

あなたは信愛（バクティ）には3 種あり、帰依者（バクタ）は多種であ

ると説かれました。

私はそれらをお聞きしたいと願っております。私に詳細にお話し下さい。

T§varauvaca/

乱・nupai-vatidevesibhaktanambhaktivatsale/prapyasaiTLkhyanicayogamcaduhkhantamcaniyacchati//50//

主が言った。

神々の主の妃パールヅアテイーよ、お聞きなさい。帰依者を信愛する人

よ。

サーンキヤとヨーガとに到達すれば、苦の消滅を得る。

sadayahsevatebhiksamtatobhavatiranjitah/

r峨janattanmayobhutvaliyatesatubhaktiman//5!//

常に乞食を行っている者は、［私によって］喜ばされる。

喜びによって［私に］同化し、信愛を持つ者として［私に］没入する。

―148 ―



（58 ）

sast】・ananituvararohebahukaranadarsinah/namatppa

§yantitedevijnanavakyavivadinah//52//

美しき人よ、教典には多くの教義があると考える、

知とことばを分けて捉える者たちは、女神よ、私を見る（理解する）

とはできない。

paramarlhajnanatrptamyuktajanantiyoginali/

vidyayaviditatmanoyogasyacadvijatayah//53//

ヨーガの知によって白身を知るブラーフマナのヨーギンは、

最高の真理と知の満足を知る。、

~

pratyahai'cnasuddhatmananyaihacintaycccatat/

tustiiiicaparamamprapyayogammoksa!paranitatha/

tribhirgunaihsamayuktojnanavanpa §yatihamam//54//

プラティヤーハーラによって心を浄化した者は、他のことを 考えるべき

ではない。

最高の満足お よび最高のヨーガと解脱に到達し、3

種のグナを具えた知者は、この世で私を見る。

註）プラティヤーハーラ：ヨーガの8 階梯の修行法の第5 斎日にあた

る。諦感覚器官の働きを制御し、対象と結び付かなくすることで、

その時、感覚器官は外部からの刺激があっても反応を示さず、心

の働きと同調するようになる。

グナ：属性、性質、物質の構成要素。 インド思想では、あらゆる

物質的存在は3 つの グナ、すなわち、サットヅ ア（純質）・ラジ

ヤス（激質）・タマス（暗質）からなるという考えが一般的である。

ctattekathitamdevikimanyacchrotumai・hasi/bhuyaevavarai

・ohekathayisyamisuvrate//55//

女神よ、以上のように［尋ねられたことについて］汝に語ったが、何力

他に聞きたいことがあれば、

美しき人よ、さらに私は語ろう、よく戒を守る人よ。
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guhyampavitramathavavaccapihrdivartate/

tatsai-vamkathayisyamismusvaikamanahpriye//56//

秘密で神聖なることや何でも心の中にあることを、

そのすべてを語ろう、心を専一にしてお聞きなさい、愛しき人よ。

（59 ）

devyuvaca/

tvadrapamkidrsarndevayuktalipasyantiyoginah/

etammesam §ayambruhinamastesurasattama//51//

女神が言った。

神よ、あなたのどのようなお姿を、専心したヨーギンは見るのでしょう

か。

この私の疑問について、最高の神よ、礼拝します、どうぞお答え下さい。

srlbhagavanuvaca/

amurtamcaivamui・tamcajyotiruamhitatsmrtam/pantasyopalabdhimanvicchanyatnahkaryovijanata//58//

聖なる神が言った。

無形のものと、有形のもの、それはまさに輝く姿であるが、とがあると

知りなさい。

それ（有形の姿）を得るためには、知者は努力しなければならない。

gunairviyuktobhutatmaevamvaktu甲nasakyate/sakyateyadivaktunivaidivyairvarsa

§atairnava//59//

グナを持だない本質は、このようであると話すことはできない。

もし話せるとしても、神々にとっての百年がかかるであろう。

註）神々にとっての：神々にとっての1 年は人間にとっての360 年に

相当する。

devyuvaca/'

kimpramanamtutatksetramsamantatsarvatodisam/

yatranityamsthitodevomahadevoganairvutah//60//

女 神 が言っ た。

一146 －



（印 ）

グナを具えた（有形の）偉大な神が常に住む、

その聖地のすべての方角に広がる全体の大きさはどのくらいですか。

I§varauvaca/dviyoja

】lamtutatksetrampurvapascimatahsmrtam/ardhayojanavistirnamtatksetra

甲daksiiiottaram//61//

主が言った。

その聖地は東西2 ヨージャナであるといわれる。

その聖地は南北半ヨージャナに広がっている。

註）ヨージャナ：距離の単位で、約4 マイル、約5 マイル、約9 マイ

ルなど、テクストによって長さは異なる。

varana'sinadiyavattavacchuklanadituvai/

bhismacandikamarabliyaparvate§varamantike//62//ganayatravatisthantesaniniyuktavinayakah/kusmandagajatundascajayantascamadotkatah//63//

ヴァラナー川とアスィー川と、そのあいたに浄らかな川（ガンガー、ガ

ンジス川）があり、

ビーシュマチヤンディカにはじまり、パルヴァテーシュヅアラに終わる

［聖城］に、

クーシュマーンダ、ガジャトゥンダ、ジャヤンタ、マダと呼ばれる、

ヴィナーヤカ（障碍を除去する者）として任命された［ 私の1 春属が住む。

註］ヅアラナー川とアスィー川：それぞれこの聖地の北部と南部を流

れる川で、現在はワルナー川、アッスィー川と呼ばれる。

ビーシュマチャンディカ：聖地の西部にある寺院で、現在のビー

ムチャンディー。

パルヴァテーシュヅアラ:聖地の東部、ガンガー沿いにある寺院。

ガンガーはこの聖地の束限を画す。

simhavyaghramukhahkecidvikatahkubjavamanah/

yatranandimahakala §candaghantomahesvrah//64//dandacandesvarascaivaghantakarnomahabalah/
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（61 ）etecanyecabahavoganascaivaganesvarah//65//

ある者たちは獅子や虎の顔を持ち、恐ろしい形相の者や背の曲がった者、

小人である。

ナンディー、マハーカーラ、チャンダガンタ、マヘーシュヴァラ、

ダンダチャンデーシュヴァラ、力持ちのガンターカルナ、

これらの者やさらに他にも、多くのガネーシュヅアラ（群集の主）の谷

属がいる。

mahodaramahakayavajrasaktidharastatha/

raksantisatatamdevihyavimuktamtapovanam//

dvaredvarecatisthanti弧lamudgarapanayah//66//

大きな腹を持つ者、大きな体の者、 また金剛杵の力を持つ者が、

女神よ、アヴィムクタの苦行林をいつも護っている。

戟や斧を持った者たちも門ごとに立っている。

suvarnasrng卵raupyakhur緋lcailajinapayasvinim/varanasyanituyodadyatsavatsamkamsyabhajanam//6

フ//gamdattvatuvararohebrahmanevedaparage/asaptamamkulamtenataritamnatrasamsayah//68//

角に金を結び、蹄に銀を付け、皮に衣装を付けた、たくさんの乳を出す

牛を、

仔牛と銅の食器とともに、ヴァーラーナスイーで、

美しき人よ、ヴェーダに通暁したブラーフマナに与えるならば、

それによって、フ代までの先祖を救うことは疑いない。

yodadyadbrahmanekinicittasminksetrevaranane/

kanakamrajata印vastramannadyambahuvistaram//aksayamcavyayamcaivasyatamtasyasulocane//69//

美しき顔を持つ人よ、その聖地で、金や銀や布や穀物などを、

少しでも、ブラーフマナに与える者には、

永遠不滅のものが得られるであろう、美しき眼をした人よ。
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(62 ）srnutattvenatirthasyavibhutimvyustimevaca/tatrasnatvamahabhagebhavantinirujanar

碑// フ（）//

聖地の神威と果報とを詳細にお聞きなさい。

そこで沫浴すれば、大きな幸運を持つ人よ、人々は無病になる。

da§anamasvamedhana 叩prapnotimanavah/tadavapnotidharmatmatatrasnatvavaranane//

フ|//

人が10 回のアシュヴァメーダ祭で得る［善］を、

正し き行為をする者はここで休浴してそれを得る、美しき顔を持つ 人よ。

註）アシュヅアメーダ祭：国家の繁栄を祈願して、1 年間、馬（アシ

ュヴア）を放ったあと、犠牲祭（。メータ）を行う古代インドで最

大の祭祀のひとつ。馬祀祭と訳されることが多い。

bahusvalpecayodadyadbrahmanevedaparage/

§ubhamgatimavapnotiagnivaccaivadipyate// フl//

ヅエーダに通暁したブラーフマナに、ほんの少しでも与えるならば、

吉祥なる境地を得、灯火のごとく輝く。

var肋asijahnavibhya甲samgamelokavisrute/dattva'nna

甲cavidhanenanasabhuyo'bhijayate//73//etattckathitamdevitirthasyaphalamuttamam//74//

ヅアーラーナスィーとガンガー川の人々によく知られた合流点て、

規則に従って穀物を与えるならば、その者は再び生まれない。

女神よ、以上のように聖地の最上の果報について汝に語った。

註）ヴァーラーナスィーとガンガー川の合流点：聖地の北部を西から

東に流れるヅアラナー川がガンガーに合流する場所と、南部を西

から東に流れるアスィ川がガンガーに合流する場所、と解釈でき

る。

puiiaranyatpravaksyamitirthasyaphalamuttamam/

upavasanituyahkrtvavipransamtarpayennarah//

sautramanescayajnasyaphalampr 卯notimanavah// フ5//
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さらに聖地の他の最上の果報について語ろう。

人は断食をしてから、ブラーフマナに食事を供するべきである。

［そうすれば］サウトラーマニー祭の果報と等しい果報を得る。

註）サウトラーマニー：インドラ神に対する供犠。

ekaharastl.1yastisthenmasarnぼravaranane/yavajjivakrtampaparnsahasatasyanasyati//76//1

口↓回の食事で1 か月間暮らす者には、美しき顔を持つ人よ、

生涯のあいだでなした罪が即座に消滅する。

agnipravesamyekuryuravimuktevidhanatah/

pravisantimukhamtemenihsamdiadharnvaranane/ ノフフ//

アヴィムクタで規則に従って火に入るならば、

私の口の中に燃えずに入る、美しき顔を持つ人よ

kui'vantyanasanamyetumadbhaktahkrtaniscayah/

natesampunaravrttihkalpakotisatairan レ/78//

私 の篤 信の帰 依者 たちで断 食をす る者たち は、

何十億劫 経っ て も再 び生 まれ変 わっ てこない。

（63 ）

arcayedyastumamdeviavimuktetapovane/

tasyadharma印pravaksyamiyadavapnotimanavah//79//da

白asvamedhikampunyamlabhatenatrasamsayah//80da

§asauvarnikanipuspamyo'vimukteprayacchati/agnihotraphalamdiiupegandhadanetathasrnu//bhumidanenatattulyamgandhadanaphalamsmitam//81//sammarjanepaficasatamsahasramanulepane/malaya

§atasahasramanantamgitavadyatah//82//

苦行林であるアヅイムクタで私を崇拝する者が、女神よ。

得られるダルマ（善業、徳）を語ろう。10

回のダシャーシュヴァメーダ祭［に等しい］徳が得られることは疑

しヽなし稲
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（64 ）

アヅイムクタで10 の金貨［に等しい］花を与える者は、アグニホート

ラ［に等しい］果報を得る。

同様に、芳しい香煙について、お聞きなさい、

香煙の布施の果報は土地寄進［の果報B こ等しいといわれる。

清拭では500、塗油では1000 の、

花輪では10 万の、讃歌朗誦では無限の［果報を得る］。

註）アグニホートラ：アグニ神に対する供犠。

devyuvaca/

atyadbhutamidaipdevasthanametatprakirtitam/

rahasyamsrotumicchamiyadarthamtvamnamuncasi//83//

このたいへん驚くべき聖地についてお話ししていただきました。

あなたがなぜ［この聖地を］離れないのかという秘密をお聞きしたいと

思います。

I§varauvaca/asitpurvamvararohcbralimanastu

如・ovaram/pancamamsrnusu

§ronijatanikancanasaprabham//84//jvalattatpancam

バlrsa印皿tamtasyamaliatmanah/tadevamabraviddcvijanmajanamitehyaham//85//tatahkrodhapaiitenasamraktanayanenaca/vamaiigusthanakhagrenacchinnamtasyasiromaya//86//

主が言った。。

お問きなさい、美しき人よ。その昔、ブラフマー神には素晴しい頭かあ

った。

［彼に］金のごとき輝きを持つ5 つ目のもの（頭）が生まれた、美しき

腰を持つ人よ。

かの偉大な心を持つ者（ブラフマー神）には輝く5 つ目の頭が生じた。

彼は、［汝の出生を知っている］と言った。

そこで怒りに捉えられ、眼を赤くした私は、

左足の親指の爪で彼の［5 つ目の］頭を切り落としてしまった。

註）「汝の出生を知っている」：つまり、ブラフマー神は、シヴア神で
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はなく自分こそが世界の創造者であることを主張した。

（65 ）

brahmovaca/

tadaniraparadhasyasii・aschinnamtvayamama/tasmacchapasamayuktahkapalitvambhavisyasi/brahmahatyakulobhutvacaratirthanibhutale//87//

ブラフマー神が言った。

罪なき私の頭を汝は切り落とした。

それ故、［私の］呪いを受けて、汝はカパーリン（頭蓋を持つ者）とな

るであろう。

ブラーフマナ殺し［の罪］に責め苛まれながら、地上の聖地をめぐれ。

註）ブラーフマナ殺し 汀マヌ法典』ロ。5では、五大罪のひとつに数

えられている。

ブラフマー神もブラーフマナと考えられている。

tato'hamgatavandevihimavantamsiloccayam/

tatranarayanahsrimanmayabhiksamprayacitah//88//

そのあと、私はヒマーラヤの高き嶺に行き、女神よ、

そこでj享きナーラーヤナ（ヅ イシュヌ神の別名）に懇願した。

tatastenasvakamparsvamnakhagrenavidaritam/

sravatomahatidharatasyaraktasyanihsrta//89//

そ こ で彼は自 分の脇腹 を爪の 先で切っ た。

彼の血 の大 きな流 れが はとば しり出 た。

prayatasa'tivistirnayojanardha§atamtada/nasampurna

甲kapalamtughoramadbhutadarsanam//90//

それは50 ヨージャナの長さにわたって流れたが、

恐ろしく、不思議に見える頭蓋は満たされなかった。

divyamvarsasahasramtusacadharapavahita/

provacabhagvanvisnuhkapala 甲kutaidrsam//91//
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（66 ）

神々にとっての1000 年のあいた、それは流れ続けた。

尊きヴイシュヌ神は、どこからそのような頭蓋が［付いたか］を尋ねた。

ascaryabhuta甲devesasa!sayohrdiva 】tate/kutascasaiTibhavodcvasarvammebruhiprcchatah//92//

「不思議に思って、判1々 の主（シヴア神）よ、心中に疑問が生じました。

どこから生じたのか、すべて私に話して下さい。」

dcvadevauvaca/

sruyatamasyahedevakapalasyatusambhav 油 ／satamvarsasahasranamtanastaptvasudarunam//93//

神 々 の中の神 （シヴ ァ神）が 言っ た。

おお、神 よ、お 問き下 さい、頭 蓋の出生 を。

！ 万年 のあい た、 苛酷 な苦行 を修し、

brahma'srjadvapordivyamadbhutamlomaharsanam/

tapasa§caprabhavenadivyanikancanasairmibham//94//

ブラフマー神は、美しく神々しい、不思議で戦慄的なものを生んだので

す。

［それは］苦行の力で神々しく、金のごとき輝きを持つものでした。

jvalattatpancama】ns叫am 頷tarntasyamahatmanah/nikrtta

甲tanmayadcvatadidampasyadurjayam//95//

かの偉大な心を持つ者（ブラフマー神）には5 つ日の頭が生じたのです。

私かそれをはずそうとしても、神よ、ごらん下さい、う まくいかないの

です。

yatravatracagacchamikapalamtatragacchati/

cvamuktastatodevahpiovacapurusottani 油//96//

私が行くところどこでも、頭蓋がついて行きます。

以上のよう［シヴア神に］告げられたヴィシュヌ神は、［次のように］

語った。

－139 －



（67 ）

§ribhagavanuvaca/

gacchagacchasvakamsthanambrahmanastvampriyamkuru/

tasminsthasyatibhadramtekapalamtasyatejasa//97//

聖なる神（ヅイシユヌ神）が言った。

自分の聖地に行きなさい。汝はブラフマー神の喜ぶことをしなさい。

汝に［付いた］頭蓋ぱ彼の威光によってそこにとどまるであろう。

tatahsarvanitirthanipunyanyayatananica/

gato ’smiprthulasroninakvacitpratyatisthata//98//

そこで徳のそなわるあらゆる聖地や神域に、

私は行き、大きな腰を持つ人よ、趣かないところはなかった。

tato'hamsamanupraptohyavimuktemahasaye/

avasthitahsvakestliancsapascavigatomama//99//

そして私は偉大な上地であるアヅイムクタに到着した。|'l

分の聖地に住んで、私への睨いは消滅した。

visnuprasadatsusronikapalamtatsaliasradha/

spill巾tarnbahudliajatanisvapnalabdhamdhana!yatlia//100//

ヅイシュヌ神の恩寵によって、美しき腰を持つ人よ、頭蓋は千々に［イ伜

けた豹

あたかも夢で得た財が［目覚めたとき］多くに砕けるように。

bralimahatyapahamtirthamksetrametanmayakrtam/

kapalamocanamdevidevanamprathitaipbhuvi//101//

ブラーフマナ殺し［の罪］を除去するこの聖地が私によって創られた。

カパーラモーチャナ（頭蓋の除去）は、妃よ、地上において神々に嘉み

された聖地なのだ、

註）カパーラモーチャナ:ヴァーラーナスィー北部に現在もある聖地。

（Eck,p.108,109 参照）

このエピソードは、五大罪のうち最も重いブラーフマ ナ殺しの罪

を犯した者でさえも、この聖地に住んでい れば、死んだあとに天
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（68 ）

界に行けるということを示している。

kalobhutvajagatsai'vamsamharamisr ］amica/tatastatpatitamtatrasapa

§cavigatomama//102//

私は時間（ヵ－ラ）となって、全世界を破滅させ、また創造する。

それ故、そこでそれが落ち、私への呪いが消滅した。

kapalamocana叩llrthamabhuddhatyavina §anam/tatrastho'smijagatsarvamsukaromisuresvari//devesisarvaguhyanamsthanampriyataranimama//103//

［ブラーフマナ］殺しを消滅させるカパーラモーチャナという聖地が生

まれた。

私はそこに住み、神々の神の妃よ、全世界を創る。

神妃よ、［そこは］私にとってあらゆる秘密のうちでもっとも愛しいと

ころなのだ。

madbhaktastatragacchantivisnubhaktastathaivaca/

yebhaktabhaskaredevilokanathedivakare//

tatrasthoyastyajeddehammamevapravisettusail//104//

私の帰依者たち、またヴ イシュヌ神の帰依者たち、

［また］太陽神の帰依者たちが、女神よ、そこに行き、

そこに住み、身体を捨てるなら、その者は私に入るであろう。

devyuvaca/

atyadbhutamidamdevayaduktampadmayonina/

tripurantakarasthanamguhyametanmahadyute//105//

女神が言った。

神よ、蓮から生まれた者（ブ ラフマー神）の語ったことは、たいへん不

思議です。

三都の破壊者（シヴア神）よ、これは秘密の聖地です。

註）三都の破壊者：シヴア神の別名。3 人の悪魔の兄弟が造った金 一

銀・銅の都城を、シヅア神が破壊したという神話に由来する。（立
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川、pp.87-88. ）

（ 印 ）

yanyanyanisutlrthanikal坤narhantisoda§im/yatra

卵hatidevesoyatratisthati§amkarah//106//

多くの聖地がありますが、それらは神々の主シャンカラ（シヴア神）の

住む［この聖地の］16 分の1 にも値しません。

gangatlrthasahasrana甲tulyabhavativanava/tvamevabhaktirdeve

§atvamevagatiruttama//107//

ガンガーは千の聖地に等しいか、あるいはそうではないでしょう。［し

かし］神々の主よ、あなたこそがバクティ（信愛）そのものであり、

あなたこそが最高の帰趨であります。

brahmadinamtutedevagatiruktasanatani/

sravyametaddvijatlnambhaktanamaniikampaya//108//

ブラフマー神たちにとっても、神よ、永遠の帰趨と言われてい ます。

存生族の帰依者たちにとっても、これは感動をもって聞かれるべきです。
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